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東陽中学校区の小中学校では、毎月の１４日を「トーヨーの日」として、

『家族団らんの日』を推進しています。 ６月は１４日（水）です。

５月からは各学年行事や中間テスト等、様々な活動が行われ、生徒はそれぞ

れの活動に目標を持って前向きに取り組みました。行事等を通して学校全体各

学年の絆が深まっています。

１年生校外学習 ５／１２（金）に１年生

が校外学習で茂木町にある「モビリティーパークもて

ぎ」に行ってきました。校外学習は、生徒相互の友情

や人間関係を深めることなどを目的として実施してい

ます。当日は、森の散策、各種アトラクション、生き物研究室、 車のワークショップ、

ホンダコレクションホール等の見学をしながら、人と自然のふれ合いや調和、人との出会

いや結びつきを深めること等を学習することができました。

２年生職場体験学習 ５／１０（水）～１２（金）の３日間、２年生が学校の外に

出て、実際の職場での体験活動を行いました。市内の５０か所

以上の事業所の御協力をいただきながら、働くことの意義や喜

び・大変さなどを学びました。職業人として必要な心構えや態

度を各事業所にお勤めの方々から直接指導していただき、学校

ではできない貴重な体験をさせていただきました。

各事業所の皆様、大変お世話になりました。

３年生修学旅行 ５／１３（土）～１５（月）の３日間、３年生が２泊３

日で奈良・京都に修学旅行に行きました。「Let's go!! き

ょうという日を胸に刻んで ～古都の歴史に触れ、学びと

絆を深めたなら～」のスローガンの下、日本の伝統的な文

化遺産を実際に見聞することで日本の文化に対する理解を

深めることや団体行動を通して自主性や協調性を高めるこ

と等をねらいとしました。初日が奈良・京都でのクラス別

学習、２日目が京都市内班別研修、３日目は知恩院で全体集合写真撮影後に京都市内で体

験学習とクラス別見学を行いました。２日目の夕方には、妙心寺で全員が座禅を体験し、

外に答えを求めることなく内なる清浄の心に気付くこと等を学びました。３日間多少の雨

に降られましたが、予定された行程は無事終了することができました。３日間の行程を通

して、友だちとの仲間づくりや先生方を含めた学年全体の絆を深めることができました。
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中間テスト ５／１８（木）、１９（金）に１学期の中間テストが実施され

ました。各学年共に学年行事後のテストということで、気持

ちの切り替えが難しいところでしたが、一人一人が落ち着い

て真剣に問題に臨んでいました。特に１年生にとっては、初

めての定期テストということもあり緊張したかもしれません

が時間いっぱい問題を解いていました。今回の反省をしっか

り行い、日々の授業に生かしてほしいと思います。

ネットトラブル集会 ５／１９（金）の６校

時に全校で情報モラルに関する講話を聞きました。

栃木市消費者センターの消費生活相談員さんを講師に

お迎えし、主にSNSを利用する際に潜んでいる危険

について、実際に相談のあった事例等を基に分かりや

すくお話しいただきました。ネットトラブルから自分

を守る方法として、ネットの書き込みを簡単に信じない、ネット上に個人情報は不用意に

書き込まない、不安に感じたら身近な大人に相談する等を教えていただきました。インタ

ーネットを利用する際にはルールを守って安全に使うことを改めて学ぶことができまし

た。

学校開放日 ５／２２(月)・２３(火)・２６(金)の３日間を

学校開放日として、延べ１４０名の参加をいただきました。参

加にあたっては、特に参加申込み等の提出はなく、当日名簿に

記入していただき腕章をつけていただく形で行いました。参加

した皆様には、お子様の授業の様子や校内掲示物等を見ていた

だき、本校の教育活動の一端をご覧いただきました。たくさんの方々に来校いただき、あ

りがとうございました。

学校運営協議会 ５／２９(月)に第１回の学校運営

協議会が開催されました。本校の学校経営方針等の承認を

いただき、様々なご意見をいただきました。この学校運営

協議会は、学校と保護者や地域の皆さんがともに知恵を出

し合い、学校運営に意見を反映させることで、一緒に協働

しながら子供たちの豊かな成長を支えていく仕組みです。

学校運営に地域の声を生かし、地域と一体となって本校ならではの教育活動を進めていく

ことができます。今回は授業の様子を見ていただき、学校経営に関する質疑を行いました。

コロナによる教育活動の制限を緩和しながら、生徒のコミュニケーション能力をどのよう

に向上させていくかなど、活発な意見交換が行われました。


